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説明： なし 対応： なし

留意事項

■フロアカーリングのルール

　・基本ルールは別紙のとおり

　※団体の人数や活動時間に応じて、ルールや進行などを臨機応変に調整して実施してください。

仲間とともに作戦を考え、協力意識を高める。
普段触れることのないスポーツでの、与えられたルールに対し、臨機に理解・
対応できる適応力を養う。

小学校低学年～

１時間～１時間半

体育館、講堂など

通年

自由（基本的には４対４）

活動場所

施設職員 団体の指導者主体で実施してください。
貸出品の受け渡しのタイミングは、職員までお申し出ください。

フロアカーリングセット
（1セット：フロッカー赤・青 各4ヶ、マット2種類　全3セットあり）

得点表（必要であれば）

・自分勝手な行動を慎み、班員全員で行動することを徹底する。
・ルールを理解し、活動すること。

子ども達の活動（班）

１ ルールの確認
２ 班全員で協力、話し合い
３ ふりかえり

指導者の支援活動

１ 場所と必要な道具の確認
２ ルール説明及び緊急時の対応の確認
３ 事後指導
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フロアカーリングのルール

　①４人ずつのチームで対戦します。（１～３人ずつでも可能）

　②先攻後攻を決定します。

　③先攻チームが赤色、後攻チームが青色のフロッカーを交互にターゲットに近づくように送球します。

　④全ての送球が終了したら、グリーンゾーン内でターゲットに１番近いチームに得点が入ります。

　⑤先攻後攻を入れ替え、９点取得したチームが勝ちとなります。

　※参考人数や時間に応じて、得点数の変更をしてお楽しみください。

投げ方
片ひざか両ひざを床面についた姿勢から、ターゲットもしくはフロッカーを軽くスイングさせたのち、
手を目標に向け、押し出してください。床などを傷めますので、ターゲットやフロッカーを投げたり、
上から体重をかけたりしないでください。

コートの大きさの目安
フロアカーリングは、バドミントンコートの縦半分を使用します。

↓ターゲットマット設置場所

得点の数え方
氷上のカーリングと同様に、ターゲットマットの中心に対して１番近い相手のフロッカーより
内側にあるフロッカーの数が得点となります。

フロッカー　赤 ※この場合、赤は２点獲得となる。

フロッカー　青

※反対側は使用
しません

送球
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